
良かった点 
・オムツのあて方がとてもうまくなっている。                        
・オムツのあて方を気をつけなければならないという意識を感じる 
・排尿測定によりオムツの選択ができる病棟もふえてきた 

・ただなんとなくの量でオムツを選択してはいけない＝アセスメン
トが必要という 
 認識が高まっている 
・不必要な尿道カテーテル留置が減尐した 
・仙骨部褥瘡＝尿道留置カテーテルの意識は改善したなど 
  
改善して欲しい点 
・オムツをまだ引っ張っている 
・指を沿わせてギャザーの確認ができていない 

・白癬菌があり、ただれていても皮膚科紹介していないことがあ
る 
・陰部洗浄の方法に問題があるなどでした 
  
 ラウンドをして感じたこと 

病棟で疑問に思っていることが、その場で解決できたことは大き
いと思います。 

私達にとっても、現場で指導が出来たり、病棟スタッフの困ってい
る生の声が聞けたことはとても良か 
ったと思います。 

またオムツ交換に立ち会うことで患者様の声を聞くことが出来ま
した。そこで個別性を考慮したオムツの使用方法の指導も出来ま
した。 
今後も継続していきたいと思いますのでご協力お願い致します。 
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 病棟で疑問に思っていることが、その場で解決できたことは大きいと思います。 
私達にとっても、現場で指導が出来たり、病棟スタッフの困っている生の声が聞けた 
ことはとても良かったと思います。 
 またオムツ交換に立ち会うことで患者様の声を聞くことが出来ました。そこで個別性 
を考慮したオムツの使用方法の指導も出来ました。 
 今後も継続していきたいと思いますのでご協力お願い致します。 ＩＣＴ国米、ＷＯＣ山本、大塚  

良い
点 

オムツのあて方がと
てもうまくなっている 

オムツのあて方を
気をつけなければ
ならないという意識

を感じる 

排尿測定によりオ
ムツの選択ができ
る病棟もふえてきた 

ただなんとなくの量でオム
ツを選択してはいけない＝
アセスメントが必要という
認識が高まっている 

不必要な尿道カ
テーテル留置が減

尐した 

仙骨部褥瘡＝尿道
留置カテーテルの意
識は改善した 

改善して欲しい点 

オムツをまだ引っ張っている 

指を沿わせてギャザーの 
確認ができていない 

 白癬菌があり、ただれていても
皮膚科紹介していないことがある 

陰部洗浄の方法に問題がある  

1 

2 

3 

4 

◆◆◆お知らせ◆◆◆ 
 

１．平成２４年固定チームナーシング全国研究集会開催予定 
   日   時  ： 平成２４年９月３０日（日） １０：００～１７：００ 
   場   所 ： 神戸ポートピアホテル 
   発表項目 ： 「津山中央病院看護部のおむつ交換業務改善 
                          ～患者満足・看護師満足・地域満足の視点から～」  ランチョンセミナー   
                                      看護統括部長  安藤 佐記子                              
          ： 「申し送り改善に向けた取り組み」      ４階西病棟   芦田 由美 
          ： 「病棟目標の達成に向けた小集団活動       
            ～看護の質の向上を目指して～」     救命救急病棟 赤田 慎太郎  

２．病院機能評価受審について 
    日   時  ： 平成２４年１０月４日（木）～６日（土） 
   残すところあと、1週間となりました。各部署、力をあわせて頑張りましょう！！ 

 

 
 
 
 



８月１８日（土）自治会第１回研修会を開催しました。 

 今回は湯郷にある、永生与窯より先生をお招きし、陶芸作りを
行いました。 

日頃、あまり手にする事のない土を触れる事で、癒しを感じたり、
物を作る喜びを味わえたりと、楽しい時間を過ごす事が出来まし
た 
   
   
 
     平成２４年度病院優良職員に下記の３名の方が受賞され、１０月１２日（金）に表彰式が行われます。 
  おめでとうございます。     

   ３階東病棟 竹内 和枝 さん      ６階東病棟 池田 るみ さん      Ｎ１病棟 松原 陽子 さん今
後も、会員の皆様にアンケートを行い、希望に沿った研修会・レ
クリエーションを計画したいと思います。多数の御参加お待ちして
います。 
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８月１８日（土）自治会第１回研修会を開催しました。 
今回は湯郷にある、永生与窯より先生をお招きし、陶芸作り 
を行いました。日頃、あまり手にする事のない土を触れる事で、 
癒しを感じたり、物を作る喜びを味わえたりと、楽しい時間を過 
ごす事が出来ました。 

                
               今後も、会員の皆様にアンケートを行い、希望に沿った研修会、                                                                                   
                 レクリエーションを計画したいと思います。 
                 多数の御参加お待ちしています。 

                                                                                                                  自治会長  棟久 弓美子   

会 

形に風情を感じる小鉢 

病 院 優 良 職 員 表 彰 

修 

選手名 合計点  
N1  田中美也子・乾いつみ 162.0   
4東 服部真実・田中美姫 157.5   
5東 粉川康平 澤田かおり 156.0   
4西  竹内優香、西脇真美 155.2   
3東 山田寛子・小田麻代 148.8   

 今年度より「病院で看護体験をすることにより臨床現場 
と雰囲気を知る」ことを目的として、看護師及び助産師の 
養成機関に在学中で平成25年3月又は平成26年3月に 
卒業予定の看護学生を対象に、インターシップの受入れ 
を８月１６日～１７日に実施致しました。 
 今回は県南の看護学生1名と県北の看護学生1名の参 
加がありました。看護体験は救命救急センター、手術室 
                            
                                                                              と希望病棟の産婦人科病棟と外科病棟で実施い 
                           たしました。                                                                                                
                           反省会では参加した2名の看護学生より「予想以                              
                           上の温かい受け入れと病院長の看護部に対する 
                           熱い思いに感動しました」との感想を聞くことがで 
                           きました。インターンシップをきっかけに一人でも  
                           多くの看護学生が岡山県北に根づいてほしいと  
                           想いを強くしました。 
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